



















































物質の屈折率は 1.0-1.5 であるのに対し、シンチレータで用いられる無機結晶の屈折率は 1.8-2.2 もあ
る。)それによって境界面で反射(シンチレータの屈折率 2.15 の場合は反射率 75%)が起こり、光セン
サーへの集光効率を下げる一大要因となっていると考えられる。 










ー(光電子増倍管)を接合した(図 2)。高屈折率の流動性物質には SIMADZU が開発した屈折率 1.78 の
接触液、高屈折率の無機結晶シンチレータには GSO(Gd2SiO5:Ce)と CsI(Tl)を用いた。 
 
図 2 シンチレータと光センサーをモスマイトと高屈折率の流動性物質で接合する様子 
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図 4 𝐶𝑠のエネルギースペクトル(接合部に何も挟まない場合) (右図は左図の縦軸を log 表示)
横軸はチャンネル数で、 𝐶𝑠から放出される γ 線のエネルギーに対応し、縦軸は計数(カウン
ト数)を示す。 𝐶𝑠は β 崩壊により電子を放出して 𝐵𝑎の励起状態に崩壊し、その後直ちに
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図 5(左) 図 6(右) 各接合状態での 𝐶𝑠の 662keV、 𝑁𝑎の 511keV(※1)のピークの中心値 
※1 𝑁𝑎は β 崩壊により陽電子を放出するが、陽電子が運動エネルギーを失った後に物質中の








































大きさと考えられる。今回の実験で用いた GSO の厚さが 1.4 mm であるのに対し、CsI(Tl)の厚さ
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分布の幅を半値幅(full width ar half maximum;FWHM)とよぶ。エネルギー分解能 R は、FWHM を




図 15(左),16(右) 各接合状態での 𝐶𝑠の 662keV, 𝑁𝑎の 511keV のピークのエネルギー分解能
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接合部がグリースのみの状態とモスマイトと接触液を用いた状態でのそれぞれのエネルギー分解
能を比較して、エネルギーが 500-600keV の領域ではあまり差はないが、1MeV 以上になるとモ
スマイトと接触液を用いて測定したときの方がエネルギー分解能が良くなっていることがわか
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